
京都市小学校教科書選定委員会 答申 

 

算数科について、以下の観点に基づき、発行社ごとに教科書を調査・研究した。 
 
選定の観点 

１ 基礎的・基本的な知識・技能の内容の確実な習得を図るための工夫・配慮がされていること。 

 

２ 習得した知識・技能を活用した問題発見・解決的な学習や豊かな言語活動が展開しやすいな

ど、思考力・判断力・表現力等の育成につながるよう工夫・配慮されていること。 

 

３ 児童が主体的・対話的に学ぶことができるよう、探究意欲を高める工夫・配慮がなされ、さ

らに、学んだことを活用した発展的な学習が展開しやすいこと。また、ICT機器の活用も含め、

個別最適な学びと協働的な学びを展開しやすいよう工夫・配慮されていること。 

 

４ 数学的に考える資質・能力の育成に向け、身に付けた知識や技能を活用する場面を取り入れ

るなど数学的な見方・考え方を働かせた数学的活動が展開しやすいこと。 

 

５ 単元構成の系統性・発展性に加え、カリキュラム・マネジメントの視点から他教科等や現代

的な教育諸課題との関連、また他校種との接続や家庭・地域との連携について工夫・配慮され

ていること。 

 

６ 基本的人権の尊重及び道徳性の育成の視点に立った内容が積極的に取り上げられ、人権教育

や道徳教育の推進に向けて工夫や配慮がされていること。 

 

７ 表記や表現について、文章や写真、図表等が適切かつ正確で使いやすいことに加え、ユニバ

ーサルデザインの観点から文字の大きさ、見えやすい色の使用及び紙面の構成等について配慮

がなされており、造本についても装丁や編集が適切なものであること。また、再生紙の使用や

環境に優しいインクの使用等環境への配慮がなされていること。 
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算数科 

 
調査研究の結果の概要 

 

■東京書籍「新しい算数」 

問題解決の過程で働かせた数学的な見方・考え方が分かりやすく丁寧に可視化されており、問題

解決の展開を通して、基礎的・基本的な概念の育成に繋がるよう工夫されている。 

本時に働かせた見方・考え方を🔎（虫めがねマーク）と下破線で表している。また、３年生以上

には「考える力をのばそう」を、４年生以上には「数直線の図を使って考えてみよう」をそれぞれ

設定し、問題に対して図や表、式に表して考えたり伝え合ったりすることができるようになってお

り、優れている。 

巻頭には、「学びのとびら」で学習の進め方やノート作りの仕方が示されており、主体的な学習を

進める手立てとなっているほか、「今日の深い学び」で自分と他者の考えを比較・検討し、多様な考

えに触れることで、自分の考えをより最適なものに変容させるような手立てにもなっており工夫さ

れている。 

各単元の導入場面には、児童の対話から単元全体の課題を発見する工夫がされており、問題発見・

解決的な学習が展開しやすいよう工夫されている。 

単元冒頭の「単元プロローグ」で既習事項を振り返ることで定着度を確認できるようになってお

り、さらに単元末には、単元で働かせた数学的な見方・考え方を振り返り、価値付けする「つない

でいこう算数の目」や、巻末に既習事項の「ふりかえりコーナー」が設定されているなど、系統性・

発展性に配慮した構成となっており、工夫されている。 

 

■大日本図書「たのしい算数」 

既習事項との関連を図りながら学習が広げられるよう工夫されているが、情報量が多すぎる単元、

抽象化までの過程に丁寧さが薄い単元が見られるため、概念の意味理解の習得が難しい。 

常に使いたい見方・考え方はキャラクターで、問題ごとに使い分けるものは「ひらめきアイテム」

で設定し活用できるように工夫されている。４年生以上の巻末「数直線図のかき方」では、問題場

面を数直線図に表現して式を求める力を身に付けることができるよう工夫されている。 

巻頭には、「算数の学び方」で学び合い方やノートの書き方、話し方や聞き方等が示されており、

主体的な学習を進める手立てとなっている。また、「じっくり深く学び合おう！」では、ページをめ

くることで解決方法や話し合いの様子が見える作りになっており、解決の手がかりを児童自ら粘り

強く考えることができるほか、多様な手がかりを児童自らが選択することができるよう工夫されて

いる。 

各単元の導入に、日常生活から児童自身が疑問や課題を見出し、主体的に取り組めるような題材

をイラストで提示するなど、問題に対して見通しを持ちやすい構成になっており、工夫されている。 

巻末にこれまでの学習が身に付いているかチェックできる「○年の復習」が設定されているほか、

巻頭には、数学的な見方・考え方を集めた「ひらめきアイテム」が示されており、系統性・発展性

に配慮された構成となっており、工夫されている。 

 

 

-2-



■学校図書「みんなと学ぶ 小学校算数」 

数、量、図形の基礎的・基本的内容に重点化された構成であったり、既習事項を活用した体験や

活動を重視したりするなど、発達段階に応じて、概念や原理の習得ができるよう工夫されている。 

見方・考え方を使う典型的な場面で「考え方モンスター」を提示しており、考えたりまとめたり

する際に使うことができるよう工夫されている。また、３年生以上には「図や表を使って問題を考

えよう」が設定されており、問いを図や表に表す方法を提示することで、問題解決に当たって、系

統的に学習ができるようになっており優れている。 

巻頭には、「みんなと学ぼう！算数の学び方」として算数科における学び方やノートの書き方、ま

た、「算数で見つけたい！考え方モンスター」として算数科の学習で必要な見方・考え方等が示され

ており、主体的な学習を進める手立てとなっている。また、他者との対話が想定される場面では、

対話の場面のイラストを示し、話し合いながら学習を進めることをイメージしやすいよう工夫され

ている。 

各単元の導入場面では、既習事項を生かし、日常生活や身近な場面などから問題発見する「？を

発見」が設定されているため、問題発見・解決的な学習が展開しやすくなっており、工夫されてい

る。 

学習内容を「ふりかえろう つなげよう」として、領域ごとにまとめで統合的に捉え、次の学び

への興味・関心につなげている。また、上巻には前学年で見つけた見方・考え方を示すなど、系統

性・発展性に配慮された構成となっている。さらに、単元末には「？をかいけつ」「つなげたいな」

を設定し、新たな疑問を促す工夫がなされている。 

 

■教育出版「小学算数」 

学習の系統性を踏まえ、スパイラルに学習を重ねながら概念や見方・考え方を広げたり、深めた

りできるよう工夫されているが、解決の過程の図に統一感が見られない単元もあり、概念の意味理

解の習得が難しい。 

巻頭の「算数で使いたい見方・考え方」や毎時の「なるほど！」では、キャラクターのセリフで

見方・考え方を表現し、以降の学び合いの場面でもそれらの言葉を使って学び合えるようになって

いる。また、２年生や３年生では、テープ図と数直線の見方・書き方、演算決定のときの活用の仕

方を指導する準単元を設けたり、巻末に「学びの手引き」を掲載したりして、思考・表現の道具と

して定着できるよう工夫されている。 

巻頭には、「みんなで算数をはじめよう！」で、学習の進め方や話し合い方、ノートの書き方等が

示されており、主体的な学習を進める手立てとなっている。また、単元１～３で学び方のモデルペ

ージが示されており、多様な考えのつなげ方、広げ方、深め方を身に付けられるよう工夫されてい

る。 

「はてな」、「なるほど」、「だったら」という児童の思考の流れで学習が構成されているほか、見

通しを持って学習を進めることができるよう設定されているため、問題発見・解決的な学習が展開

しやすくなっており、工夫されている。 

単元末の「学んだことを使おう」や学年末の「算数を使って考えよう」では、日常的な場面を想

起させる問題が設定されている。さらに、巻末には既習事項を振り返る「学びのマップ」が参照で

きるなど、系統性・発展性に配慮された構成となっており、工夫されている。 
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■新興出版社啓林館「わくわく算数」 

児童の発達段階や内容の系統性に考慮するなど、教材や展開の仕方に工夫されており、特に、数

図ブロックの配置や具体物操作、観察、数学的な考え方を働かせた問題解決等の体験学習で、細か

いステップを踏んで知識・理解が確実に身に付くよう配慮されており、優れている。 

価値付けたい見方・考え方にはマーカーを付して強調し、キャラクターのセリフとして表現され

ているほか、２年生以上には「見方・考え方を深めよう」の単元を設定し、図や表などに表して考

える問題に対して、図や表、式に表して考えたり伝え合ったりすることができるよう工夫されてお

り、優れている。 

巻頭には、「教科書の使い方」や「算数のとびら」で学習の進め方や話し合い方、ノートの書き方

等が示されており、主体的な学習を進める手立てとなっている。また、全ての主問題において、「め

あて」と「まとめ」を明示するとともに、登場人物の対話場面を明示することで主体的・対話的な

学びを促す手立てとなっており、工夫されている。 

単元の冒頭に日常生活や既習の学習と関連付けて、児童自らが課題意識や見通しを持って学習に

取り組める場面が設定されているほか、日常生活から問題を見出すなどの数学的活動が積極的に取

り入れられ、「めばえ」「めあて」「まとめ」「たしかめよう」「ふりかえろう」と問題発見・解決的な

学習が展開しやすくなるようになっており、優れている。 

既習事項や日常生活から学びが展開できるよう、単元開始時には「じゅんび」が設定されている

ほか、巻末には既習事項を確認することができる「学びをつなげよう」が示されているなど、系統

性・発展性に配慮された構成となっており、工夫されている。 

 

■日本文教出版「小学算数」 

数の意味や表し方、計算の意味、形の意味や性質など、概念を抽象化・一般化する過程が丁寧に

扱われているほか、巻末において数学的活動を促すなど、体験的な実感が伴った活動を通して、数・

量・図形の感覚が豊かになるよう工夫されている。 

めあての近くには、見方・考え方が示されており、数学的な表現や言語活動が充実するよう工夫

されている。また、４年生以上の巻末の「よみとろう あらわそう」では、言葉、数、式、図など

数学的な表現の相互関連を整理する内容をはじめ、テープ図や数直線図の読み方、書き方について、

系統的に整理し、児童が図を使いこなせるよう工夫されている。 

巻頭には、「さあ、算数の学習をはじめよう！」で学習の進め方やノート作り、教科書の使い方等

が示されており、主体的な学習を進める手立てとなっている。また、「自分で みんなで」では、自

分の考えを伝え合い、話し合って学び合う様子を示すことでイメージできるよう工夫されている。 

結果や方法の見通しを立てたり、考えたことを話し合ったりするための着眼点を「算数で使いた

い見方・考え方」や児童のセリフで示されているほか、複数の考え方から、その問題解決に使える

考え方を選ぶ活動も取り上げられており、問題解決に至る過程が工夫されている。 

単元に入る前の問題演習のページ「次の学習のために」では、既習事項との関連が明記されてい

るほか、巻末には既習事項を整理した前学年までに学習したことが示されているなど、系統性・発

展性に配慮された構成となっており、工夫されている。 

 

※詳細の結果・データは、観点別資料及び観点別・視点別評価資料に記載。 
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算数科 観点別・視点別評価

東京書籍 大日本図書 学校図書 教育出版 啓林館 日本文教

1 単元の配列や内容の選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 反復や補充のための問題の充実 ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 基礎的な概念の理解を深める工夫 ○ △ ○ △ ◎ ○

1 数学的な思考（見通しをもち筋道立てて考える）を促す工夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 数学的な表現活動や言語活動の充実 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

1 探究意欲を高め、主体的・対話的に学ぶための工夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 発展的な学習活動を促すための工夫 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

3 ＩＣＴ機器を活用するなど、個別最適な学びと協働的な学びを展開するための工夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 問題発見・問題解決の過程の充実 ○ ○ ○ ○ ◎ ○

2 数学的な見方・考え方を育む工夫 ○ ○ △ ○ ◎ ○

1 単元構成の系統性・発展性 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 他教科や教育課題等との関連 ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 他校種との接続 ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 家庭・地域との連携 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 人権教育の推進 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 道徳教育の推進 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 文字や写真、図表、挿絵の色や大きさ等 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 装丁や紙面のレイアウト及び造本の堅牢さ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 用紙、インク等の環境面への配慮 ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ユニバーサルデザインの視点 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2
　習得した知識・技能を活用した問題発見・解決的な学習や豊かな
言語活動が展開しやすいなど、思考力・判断力・表現力等の育成に
つながるよう工夫・配慮されていること。

「◎」優れている　　　「○」標準的　　　「△」やや劣る

選定の観点 選定の視点

1
　基礎的・基本的な知識・技能の内容の確実な習得を図るための工
夫・配慮がされていること。

6
　基本的人権の尊重及び道徳性の育成の視点に立った内容が積極
的に取り上げられ、人権教育や道徳教育の推進に向けて工夫や配
慮がされていること。

7

　表記や表現について、文章や写真、図表等が適切かつ正確で使い
やすいことに加え、ユニバーサルデザインの観点から文字の大きさ、
見えやすい色の使用及び紙面の構成等について配慮がなされてお
り、造本についても装丁や編集が適切なものであること。また、再生
紙の使用や環境に優しいインクの使用等環境への配慮がなされて
いること。

3

　児童が主体的・対話的に学ぶことができるよう、探究意欲を高める
工夫・配慮がなされ、さらに、学んだことを活用した発展的な学習が
展開しやすいこと。また、ICT機器の活用も含め、個別最適な学びと
協働的な学びを展開しやすいよう工夫・配慮されていること。

4
　数学的に考える資質・能力の育成に向け、身に付けた知識や技能
を活用する場面を取り入れるなど数学的な見方・考え方を働かせた
数学的活動が展開しやすいこと。

5
　単元構成の系統性・発展性に加え、カリキュラム・マネジメントの視
点から他教科等や現代的な教育諸課題との関連、また他校種との
接続や家庭・地域との連携について工夫・配慮されていること。
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【算数】観点別資料 

 

【選定の観点１】 

基礎的・基本的な知識・技能の内容の確実な習得を図るための工夫・配慮がされていること。 

発行者名 

２ 東京書籍 ４ 大日本図書 １１ 学校図書 １７ 教育出版 ６１ 啓林館 １１６ 日本文教出版 

○単元末に設定されている「たし

かめよう」、「つないでいこう算数

の目」では、基礎的・基本的な知識・

技能の習得を促すため、学習内容

の理解度を確認できるよう工夫さ

れている。 

○巻末オプション教材「新しい算

数プラス」に本文の練習問題とリ

ンクした補充問題が設定されてお

り、個の習熟度に応じて反復・補充

が取り組めるよう工夫されてい

る。 

○問題解決の過程で働かせた数学

的な見方・考え方が分かりやすく

丁寧に可視化されており、問題解

決の展開を通して、基礎的・基本的

な概念の育成に繋がるよう工夫さ

れている。 

○単元末に設定されている「たし

かめ問題」では、基礎的・基本的な

知識・技能の習得を促すため、はじ

めに「しっかりチェック」で用語や

計算の仕方など基礎・基本が確認

できるよう工夫されている。 

○毎時間の適用問題や、それに対

応した巻末の補充問題「プラス・ワ

ン」が充実しているほか、単元ごと

に「ふりかえろう」が設定されてお

り、振り返りがしやすいよう工夫

されている。 

○既習事項との関連を図りながら

学習が広げられるよう工夫されて

いるが、情報量が多すぎる単元、抽

象化までの過程に丁寧さが薄い単

元が見られるため、概念の意味理

解の習得が難しい。 

○単元末に設定されている「でき

るようになったこと」や「考え方モ

ンスターでふりかえろう！」では、

基礎的・基本的な知識・技能の習得

を促すため、学習内容の理解度が

確認できるよう工夫されている。 

○巻末の「ほじゅう問題」と「ふか

めよう」には様々な問題が設定さ

れており、学習の到達度に応じて

苦手な分野を克服するなど意欲的

に取り組めるよう工夫されてい

る。 

○数、量、図形の基礎的・基本的内

容に重点化された構成であった

り、既習事項を活用した体験や活

動を重視したりするなど、発達段

階に応じて、概念や原理の習得が

できるよう工夫されている。 

○単元末に設定されている「ふり

返ろう」、や「たしかめよう」では、

基礎的・基本的な知識・技能の習得

を促すため、学習内容の理解度が

確認できるよう工夫されている。 

○単元間の「復習」で既習事項を確

認することができるほか、巻末に

習熟度に応じた学習に使える「ス

テップアップ算数」を設け、基礎・

基本の学力が確かなものになるよ

う工夫されている。 

○学習の系統性を踏まえ、スパイ

ラルに学習を重ねながら概念や見

方・考え方を広げたり、深めたりで

きるよう工夫されているが、解決

の過程の図に統一感が見られない

単元もあり、概念の意味理解の習

得が難しい。 

○単元末に設定されている「たし

かめよう」や「ふりかえろう」では、

基礎的・基本的な知識・技能の習得

を促すため、学習内容の理解度が

確認できるよう工夫されている。 

○巻末の「じゅんび」で既習事項の

定着状況を確認し、次の「もっと練

習」でより発展的な内容が設けら

れているなど、習熟度や個に応じ

て学習内容を選択し、反復・補充が

取り組めるよう工夫されている。 

○児童の発達段階や内容の系統性

に考慮するなど、教材や展開の仕

方に工夫されており、特に、数図ブ

ロックの配置や具体物操作、観察、

数学的な考え方を働かせた問題解

決等の体験学習で、細かいステッ

プを踏んで知識・理解が確実に身

に付くよう配慮されており、優れ

ている。 

○単元末に設定されている「わか

っているかな」や「たしかめよう」

では、基礎的・基本的な知識・技能

の習得を促すため、学習内容の理

解度が確認できるよう工夫されて

いる。 

○単元前に既習事項を確かめる

「次の学習のために」を設定する

とともに、単元後に学習内容を振

り返る「たしかめよう」や巻末の

「しっかりチェック」を設定し、繰

り返し学習ができるよう工夫され

ている。 

○数の意味や表し方、計算の意味、

形の意味や性質など、概念を抽象

化・一般化する過程が丁寧に扱わ

れているほか、巻末において数学

的活動を促すなど、体験的な実感

が伴った活動を通して、数・量・図

形の感覚が豊かになるよう工夫さ

れている。 
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【選定の観点２】 

習得した知識・技能を活用した問題発見・解決的な学習や豊かな言語活動が展開しやすいなど、思考力・判断力・表現力等の育成につながるよう工夫・配慮されてい

ること。 

発行者名 

２ 東京書籍 ４ 大日本図書 １１ 学校図書 １７ 教育出版 ６１ 啓林館 １１６ 日本文教出版 

○単元冒頭で提示された単元全体

の学習課題から既習事項を活用し

て学びを深め、次の学習を創造し

ながら学習を進める構成となって

いる。また、既習の活用をサポート

する「同じように考えると」を示す

ことで、見通しをもって問題解決

に取り組むことができるよう工夫

されている。 

○本時に働かせた見方・考え方を

🔎（虫めがねマーク）と下破線で

表している。また、３年生以上には

「考える力をのばそう」を、４年生

以上の巻末には「数直線の図を使

って考えてみよう」をそれぞれ設

定し、問題に対して図や表、式に表

して考えたり伝え合ったりするこ

とができるようになっており、優

れている。 

○単元学習の見通しを持たせるこ

とができるよう、冒頭で自ら課題

を見い出す活動を行っている。ま

た、めあての前後にキャラクター

のセリフを適宜設けておくこと

で、児童自らがめあてを導くこと

を示したり、既習の見方・考え方を

活用しやすくなるよう工夫されて

いる。 

○常に使いたい見方・考え方はキ

ャラクターで、問題ごとに使い分

けるものは「ひらめきアイテム」で

設定し活用できるように工夫され

ている。４年生以上の巻末「数直線

図のかき方」では、問題場面を数直

線図に表現して式を求める力を身

に付けることができるよう工夫さ

れている。 

○単元の導入の「はてなを発見」で

問題発見をストーリーで示し、「導

入問題」に取り組んだ後、「つなが

りの？」で興味関心を持続させて

次の学習に進んでいけるよう工夫

されている。また、セリフを設ける

ことで、既習事項を想起し、それを

基に解決の方法を考えたり、答え

を見積もる態度を育てることがで

きるよう工夫されている。 

○見方・考え方を使う典型的な場

面で「考え方モンスター」を提示し

ており、考えたりまとめたりする

際に使うことができるよう工夫さ

れている。また、３年生以上には

「図や表を使って問題を考えよ

う」が設定されており、問いを図や

表に表す方法を提示することで、

問題解決に当たって、系統的に学

習ができるようになっており優れ

ている。 

○「どんな学習がはじまるかな？」

で問いを見つけるとともに、見方・

考え方を働かせ、「なるほど！」で

まとめた後、新たな問い「だった

ら！？」につなげて学びを深めて

いくような学びのサイクルを位置

付けており、問題発見力や解決力、

追及力を育てることができるよう

工夫されている。 

○巻頭の「算数で使いたい見方・考

え方」や毎時の「なるほど！」では、

キャラクターのセリフで見方・考

え方を表現し、以降の学び合いの

場面でもそれらの言葉を使って学

び合えるようになっている。また、

２年生や３年生では、テープ図と

数直線の見方・書き方、演算決定の

ときの活用の仕方を指導する準単

元を設けたり、巻末に「学びの手引

き」を掲載したりして、思考・表現

の道具として定着できるよう工夫

されている。 

○「どんな問題かな」で問題を知

り、これまでに学習したことなど

を生かして、児童が自ら問いや見

通しを立てる様子を例示すること

で、見通しを持ちながら主体的・協

働的に問題解決に取り組める展開

となるよう工夫されている。 

○価値付けたい見方・考え方には

マーカーを付して強調し、キャラ

クターのセリフとして表現されて

いるほか、２年生以上には「見方・

考え方を深めよう」の単元を設定

し、図や表などに表して考える問

題に対して、図や表、式に表して考

えたり伝え合ったりすることがで

きるよう工夫されており、優れて

いる。 

○既習事項の確認ができる「次の

学習のために」の後に「どんな問題

かな」、「考えよう」、「学び合おう」、

「ふりかえろう」の４ステップで

展開し、さらに「めあて」の近くに

「見方・考え方」を示すことで、児

童自らが見通しを持って、筋道を

立てて考えたりすることができる

よう工夫されている。 

○めあての近くには、見方・考え方

が示されており、数学的な表現や

言語活動が充実するよう工夫され

ている。また、４年生以上の巻末の

「よみとろう あらわそう」では、

言葉、数、式、図など数学的な表現

の相互関連を整理する内容をはじ

め、テープ図や数直線図の読み方、

書き方について、系統的に整理し、

児童が図を使いこなせるよう工夫

されている。 
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【選定の観点３】 

児童が主体的・対話的に学ぶことができるよう、探究意欲を高める工夫・配慮がなされ、さらに、学んだことを活用した発展的な学習が展開しやすいこと。また、ICT

機器の活用も含め、個別最適な学びと協働的な学びを展開しやすいよう工夫・配慮されていること。 

発行者名 

２ 東京書籍 ４ 大日本図書 １１ 学校図書 １７ 教育出版 ６１ 啓林館 １１６ 日本文教出版 

○巻頭には、「学びのとびら」で学

習の進め方やノート作りの仕方が

示されており、主体的な学習を進

める手立てとなっているほか、「今

日の深い学び」で自分と他者の考

えを比較・検討し、多様な考えに触

れることで、自分の考えをより最

適なものに変容させるような手立

てにもなっており工夫されてい

る。 
○日常生活での活用を意図した

「いかしてみよう」に加え、算数・

数学の楽しさを体験させる「つな

いでいこう 算数の目」が設定さ

れており、既習事項の活用問題に

加え、次学年や中学校での数学へ

の接続を意識した発展問題を設定

するなど、探究的・発展的な学びに

繋がる工夫がなされており、優れ

ている。 
○デジタルコンテンツが利用でき

る箇所に「Ｄマーク」を示し、問題

のシミュレーションや書き順、図

の書き方などの動画、ワークシー

トをはじめとした様々な資料を視

聴することができるほか、発展的・

補充的な練習問題にも取り組むこ

とができるよう工夫されている。 

○巻頭には、「算数の学び方」で学

び合い方やノートの書き方、話し

方や聞き方等が示されており、主

体的な学習を進める手立てとなっ

ている。また、「じっくり深く学び

合おう！」では、ページをめくるこ

とで解決方法や話し合いの様子が

見える作りになっており、解決の

手がかりを児童自ら粘り強く考え

ることができるほか、多様な手が

かりを児童自らが選択することが

できるよう工夫されている。 
○発展ページの「ふくろう先生の

なるほど算数教室」や「読みとる力

をのばそう」では、算数を利用した

様々な身の回りの事例や算数に関

わる社会の問題、ＳＤＧｓ等につ

いて紹介されており、既習事項を

基にした探究的・発展的な学びに

繋がるよう工夫されている。 
○デジタルコンテンツが利用でき

る箇所に「ウェブコンテンツマー

ク」を示し、問題のシミュレーショ

ンや図の書き方などの動画、前学

年までの学習内容の動画などを視

聴することができるほか、発展的・

補充的な練習問題にも取り組むこ

とができるよう工夫されている。 

○巻頭には、「みんなと学ぼう！算

数の学び方」として算数科におけ

る学び方やノートの書き方、また、

「算数で見つけたい！考え方モン

スター」として算数科の学習で必

要な見方・考え方等が示されてお

り、主体的な学習を進める手立て

となっている。また、他者との対話

が想定される場面では、対話の場

面のイラストを示し、話し合いな

がら学習を進めることをイメージ

しやすいよう工夫されている。 
○身の回りのことから算数を想起

することを促す「なるほど算数」

や、ＳＤＧｓと関連して社会的事

象を捉える「算数をつかって」が設

定されており、既習事項を基にし

た探究的・発展的な学びに繋がる

よう工夫されており、さらに各課

題において、項目に基づいて自己

評価ができるように設定されてお

り、優れている。 
○デジタルコンテンツが利用でき

るように「二次元コード」を適所に

掲載し、図の書き方や計算の仕方、

問題のシミュレーションや前学年

までの学習内容の動画、資料やイ

ンターネットサイトなどを視聴す

ることができるほか、発展的・補充

的な練習問題にも取り組むことが

できるよう工夫されている。 

○巻頭には、「みんなで算数をはじ

めよう！」で、学習の進め方や話し

合い方、ノートの書き方等が示さ

れており、主体的な学習を進める

手立てとなっている。また、単元１

～３で学び方のモデルページが示

されており、多様な考えのつなげ

方、広げ方、深め方を身に付けられ

るよう工夫されている。 
○学習した内容が日常生活で生か

される場面があることを示唆する

「学んだことを使おう」や、日常の

場面が題材となっている「算数ワ

ールド」が設定されており、既習事

項を基にした探究的・発展的な学

びに繋がるよう工夫されている。 
○デジタルコンテンツが利用でき

る箇所に「まなびリンク」を示し、

問題のシミュレーションや動画の

視聴など、学習に役立つ情報をウ

ェブサイトで見ることができ、自

分で繰り返し確かめたりすること

ができるよう工夫されている。 

○巻頭には、「教科書の使い方」や

「算数のとびら」で学習の進め方

や話し合い方、ノートの書き方等

が示されており、主体的な学習を

進める手立てとなっている。また、

全ての主問題において、「めあて」

と「まとめ」を明示するとともに、

登場人物の対話場面を明示するこ

とで主体的・対話的な学びを促す

手立てとなっており、工夫されて

いる。 
○単元末の「学びをいかそう や

ってみよう」では、算数の学習が日

常生活で生かされていることに気

付くとともに、算数の良さを感じ、

活用への意欲を高める活動が設定

されているほか、学年末の「わくわ

くＳＤＧｓ」では、今日的な社会課

題について算数を使って取り組む

ことを促すなど、探究的・発展的な

学びの手立てとしてよく工夫され

ており、優れている。 
○デジタルコンテンツが利用でき

る箇所に「二次元コード」を適所に

掲載し、問題のシミュレーション

や図の書き方などの動画、解説動

画や練習問題のヒントなどを視聴

することができるよう工夫されて

いる。 

○巻頭には、「さあ、算数の学習を

はじめよう！」で学習の進め方や

ノート作り、教科書の使い方等が

示されており、主体的な学習を進

める手立てとなっている。また、

「自分で みんなで」では、自分の

考えを伝え合い、話し合って学び

合う様子を示すことでイメージで

きるよう工夫されている。 

○「使ってみよう」や「算数ジャン

プ」では、日常生活の中に単元の学

習を生かす場面があることが示唆

されており、既習事項を基にした

探究的・発展的な学びに繋がるよ

う工夫されている。 
○デジタルコンテンツが利用でき

る箇所に「二次元コード」を適所に

掲載し、動画やアニメーション、考

えるためのヒントなどを視聴する

ことができ、工夫されている。 
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【選定の観点４】 

数学的に考える資質・能力の育成に向け、身に付けた知識や技能を活用する場面を取り入れるなど数学的な見方・考え方を働かせた数学的活動が展開しやすいこと。 

発行者名 

２ 東京書籍 ４ 大日本図書 １１ 学校図書 １７ 教育出版 ６１ 啓林館 １１６ 日本文教出版 

○各単元の導入場面には、児童の

対話から単元全体の課題を発見す

る工夫がされており、問題発見・解

決的な学習が展開しやすいよう工

夫されている。 

○単元末には、「いかしてみよう」

や「たしかめよう」、「つないでい

こう 算数の目」として学習の総

仕上げが設定され、特に「つないで

いこう 算数の目」では、各単元で

働かせた数学的な見方・考え方に

焦点を当てて振り返る活動を取り

入れるなど、大切にしたい数学的

な見方・考え方が可視化できるよ

う工夫されている。 

○各単元の導入に、日常生活から

児童自身が疑問や課題を見出し、

主体的に取り組めるような題材を

イラストで提示するなど、問題に

対して見通しを持ちやすい構成に

なっており、工夫されている。 

○「算数たまてばこ」では、これま

での学習内容を活用できる問題が

設定されているほか、「ひらめきア

イテム」では、数学的な見方・考え

方を記入しながら児童自らで作成

するシートが付属されているな

ど、いずれも数学的に考える資質・

能力を育む手立てとなっており、

工夫されている。 

○各単元の導入場面では、既習事

項を生かし、日常生活や身近な場

面などから問題発見する「？を発

見」が設定されているため、問題発

見・解決的な学習が展開しやすく

なっており、工夫されている。 

○数学的な見方・考え方を獲得さ

せるため、本文中のセリフや「算数

で見つけたい！考え方モンスタ

ー」のページを設け、どのような視

点で考えればよいかが示されてい

るが、高学年での示唆には誘導的

すぎる箇所があり、思考が深まり

づらい面がある。 

○「はてな」、「なるほど」、「だ

ったら」という児童の思考の流れ

で学習が構成されているほか、見

通しを持って学習を進めることが

できるよう設定されているため、

問題発見・解決的な学習が展開し

やすくなっており、工夫されてい

る。 

○「算数を使って考えよう」では、

身に付けた数学的な思考力を生か

して考える活動が設定されてい

る。さらに、「算数のミカタ」で各

領域を貫く数学的な見方を提示

し、また、「いつも大切にしたい算

数の考え方」で数学的な考え方を

引き出す言葉が提示されているた

め、数学的に考える資質・能力を育

む手立てとなっており、工夫され

ている。 

 

○単元の冒頭に日常生活や既習の

学習と関連付けて、児童自らが課

題意識や見通しを持って学習に取

り組める場面が設定されているほ

か、日常生活から問題を見出すな

どの数学的活動が積極的に取り入

れられ、「めばえ」「めあて」「ま

とめ」「たしかめよう」「ふりかえ

ろう」と問題発見・解決的な学習が

展開しやすくなるようになってお

り、優れている。 

○「算数のとびら」では、考えを伝

える時の説明の仕方がまとめら

れ、筋道立てた説明やポイントを

押さえて聞くことが提示されてい

る。また、「算数で使いたい考えの

進め方」では既習事項の考え方が

紹介されているほか、「学びを深め

よう」では、筋道を立てて考える力

の伸長に向けた思考法が提示され

るなど、数学的な見方・考え方を働

かせながら学びを深め、数学的に

考える資質・能力を育成できるよ

うになっており、優れている。 

○結果や方法の見通しを立てた

り、考えたことを話し合ったりす

るための着眼点を「算数で使いた

い見方・考え方」や児童のセリフで

示されているほか、複数の考え方

から、その問題解決に使える考え

方を選ぶ活動も取り上げられてお

り、問題解決に至る過程が工夫さ

れている。 

○数学的な見方・考え方の手がか

りとして「算数で使いたい見方・考

え方」が示されているほか、見方・

考え方を使って説明する活動「ど

うしてがいえるかな」が設定され

ており、数学的に考える資質・能力

を育む手立てとなっており、工夫

されている。 
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【選定の観点５】 

単元構成の系統性・発展性に加え、カリキュラム・マネジメントの視点から他教科等や現代的な教育諸課題との関連、また他校種との接続や家庭・地域との連携につ

いて工夫・配慮されていること。 

発行者名 

２ 東京書籍 ４ 大日本図書 １１ 学校図書 １７ 教育出版 ６１ 啓林館 １１６ 日本文教出版 

○単元冒頭の「単元プロローグ」で

既習事項を振り返ることで定着度

を確認できるようになっており、

さらに単元末には、単元で働かせ

た数学的な見方・考え方を振り返

り、価値付けする「つないでいこう

算数の目」や、巻末に既習事項の

「ふりかえりコーナー」が設定さ

れているなど、系統性・発展性に配

慮した構成となっており、工夫さ

れている。 

○他教科との関連がある学習につ

いてはマークを付すとともに、「算

数でよみとこう」ページでは、防災

や環境教育など現代的な教育課題

に関連した話題が取り上げられて

おり、カリキュラム・マネジメント

の視点にも配慮・工夫されている。 

○１年生①は別冊のＡ４中綴じ

で、教科書に直接書込みができる

ほか、ブロックを置きながら学習

できるなど、入学当初の学習がし

やすい工夫がされている。また、算

数の学習を振り返る「算数のしあ

げ」を６年生最後の単元として設

定するとともに、「中学校体験入学

コース」を設け、中学校に関連する

○巻末にこれまでの学習が身に付

いているかチェックできる「○年

の復習」が設定されているほか、巻

頭には、数学的な見方・考え方を集

めた「ひらめきアイテム」が示され

ており、系統性・発展性に配慮され

た構成となっており、工夫されて

いる。 

○他教科との関連がある学習には

マークが付されているほか、算数

の有用性を取り扱ったコラム等が

適所に掲載されており、カリキュ

ラム・マネジメントの視点にも配

慮・工夫されている。 

○１年生①は別冊のＡ４中綴じ

で、ブロックを置きながら学習で

きるほか、書き込みしやすい大き

な枠の用紙が使用されている。ま

た、入門期において、短時間で行う

ことのできる活動や友達と関わる

活動、生活科等と合科で扱える活

動が多く設定されているほか、「中

学校での数学ではこんなことを学

ぶよ」を５・６年生に設定するな

ど、中学校への接続が工夫されて

いる。 

○裏見返しに「先生、保護者のみな

○学習内容を「ふりかえろう つ

なげよう」として、領域ごとにまと

めで統合的に捉え、次の学びへの

興味・関心につなげている。また、

上巻には前学年で見つけた見方・

考え方を示すなど、系統性・発展性

に配慮された構成となっている。

さらに、単元末には「？をかいけ

つ」「つなげたいな」を設定し、新

たな疑問を促す工夫がなされてい

る。 

○「算数をつかって」では、環境保

全、国際理解など現代的な教育課

題に関連した内容を取り上げるこ

とで、他教科との関連付けがなさ

れており、カリキュラム・マネジメ

ントの視点にも配慮・工夫されて

いる。 

○１年生の入門期では、就学前施

設で慣れ親しんだ絵本のように文

字や数字の表記を最小限にするこ

とで、課題に抵抗感なく関われる

よう配慮されている。また、別冊

「中学校へのかけ橋」を設定し、６

年間の学びが「見方・考え方」をも

とに総まとめされているととも

に、数学の内容にも触れるなど、中

○単元末の「学んだことを使おう」

や学年末の「算数を使って考えよ

う」では、日常的な場面を想起させ

る問題が設定されている。さらに、

巻末には既習事項を振り返る「学

びのマップ」が参照できるなど、系

統性・発展性に配慮された構成と

なっており、工夫されている。 

○単元はじめの「どんな学習がは

じまるかな？」では、他教科の学習

と関連した場面や日常の場面から

単元の内容に入る工夫がなされて

おり、カリキュラム・マネジメント

の視点にも配慮・工夫されている。 

○１年生の入門期では、就学前の

体験を踏まえ、生活科との連携を

図り、児童の気付きから学習をス

タートできるよう工夫されてい

る。また、６年生最後の特設教材

「Let's Try」では数学につながる

教材にも触れるなど、中学校への

接続が工夫されている。 

○裏表紙に「先生方・保護者の皆様

へ」として、保護者へのメッセージ

が掲載されている。 

○既習事項や日常生活から学びが

展開できるよう、単元開始時には

「じゅんび」が設定されているほ

か、巻末には既習事項を確認する

ことができる「学びをつなげよう」

が示されているなど、系統性・発展

性に配慮された構成となってお

り、工夫されている。 

○他教科に関連する内容や環境保

全、食育、国際協力、防災等の題材

が取り上げており、カリキュラム・

マネジメントの視点にも配慮・工

夫されている。 

○１年生の「すたあとぶっく」は別

冊のＡ４中綴じで、教科書に直接

書込みができるとともに、ブロッ

クを置いての操作がしやすく、写

真を示すことで幼児期の体験を生

かしながら学習に移行できるよう

工夫されている。また、「数学への

とびら」マークで算数と数学のつ

ながりを示したり、「６年のまと

め」で中学校との学習内容の関連

を図った問題を取り上げるなど、

中学校への接続が工夫されてい

る。 

○裏表紙に「先生・保護者の方へ」

○単元に入る前の問題演習のペー

ジ「次の学習のために」では、既習

事項との関連が明記されているほ

か、巻末には既習事項を整理した

前学年までに学習したことが示さ

れているなど、系統性・発展性に配

慮された構成となっており、工夫

されている。 

○他教科に関連する内容や伝統文

化、環境保全、国際理解、福祉、Ｅ

ＳＤやＳＤＧｓ等の題材が取り上

げられており、カリキュラム・マネ

ジメントの視点にも配慮・工夫さ

れている。 

○１年生①「かずやかたちでたの

しく」では、保育園や幼稚園での体

験と算数の学習内容を関連付けた

問題が示されているなど工夫され

ている。また、６年生の「もうすぐ

中学生」では、数学について取り上

げるとともに、中学校に関連する

内容にはマークを付すなど、中学

校への接続が工夫されている。 

○裏表紙に「先生・保護者の方々

へ」として、保護者へのメッセージ

が掲載されている。 
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内容にはマークを付すなど、中学

校への接続が工夫されている。 

○裏表紙に「保護者の皆様へ」とし

て、保護者へのメッセージが掲載

されているほか、見返しにデジタ

ルコンテンツの利用や感染症対策

も掲載している。 

さまへ」として、保護者へのメッセ

ージや、「おうちで算数」として、

家庭での生活の中でできる活動を

掲載したページを紹介している。 

学校への接続が工夫されている。 

○「算数の学び方」や巻末に「先生

と保護者の方へ」として、保護者へ

のメッセージが掲載されている。 

として、保護者へのメッセージが

掲載されている。 

 

 

 

【選定の観点６】 

基本的人権の尊重及び道徳性の育成の視点に立った内容が積極的に取り上げられ、人権教育や道徳教育の推進に向けて工夫や配慮がされていること。 

発行者名 

２ 東京書籍 ４ 大日本図書 １１ 学校図書 １７ 教育出版 ６１ 啓林館 １１６ 日本文教出版 

○「学びのとびら」や「今日の深い

学び」では、他者の様々な考えを受

け入れながら、問題解決の過程で

お互いの考えを検討し合う場面を

示しており、他者の考えを尊重す

る態度の育成に繋がる配慮がなさ

れている。 

○登場するキャラクターの性別を

明確にしない、男女の言葉遣いを

区別しないなど固定的なイメージ

がない表記になっており、配慮・工

夫されている。 

○巻頭の「算数の学び方」や適所に

設定された「ふりかえろう」におい

て、他者の考えを聞き、良さを認め

る大切さを掲載し、他者の考えを

尊重する態度の育成に繋がる配慮

がなされている。 

○メインキャラクターに外国にル

ーツをもつ児童を設定しており、

また、白杖を持った人、盲導犬を連

れた人や車いすを使っているイラ

ストや点字に関する問題などを掲

載するとともに、髪形や服装など

に男女の偏りがないよう配慮・工

夫がされている。 

○「ノート名人になろう」では、友

達の考えの良いところをノートに

書くことや、対話の場面で自分の

意見を伝えたり、友達の意見を聞

いたりすることを示すことで、他

者の考えを尊重する態度の育成に

繋がる配慮がなされている。 

○登場するキャラクターを男子２

人、女子２人にし、紙面に登場する

比率や役割、話し方などについて

偏りがないよう工夫するととも

に、服装などについても固定的な

イメージで区別することのないよ

う配慮・工夫されている。 

○「友だちのノートを見てみよう」

の中で、友達のノートの良いとこ

ろを見つけたり、考えを取り入れ

たりするなど、学び合いの場面が

設定されており、他者の考えを尊

重する態度の育成に繋がる配慮が

なされている。 

○男女の言葉遣いや服の色など、

固定観念で性別を特定しないよう

配慮・工夫されている。 

 

○巻頭の「算数のとびら」におい

て、他者の考えを尊重し、協働して

より良い考えを追究する学習の進

め方が示されており、他者の考え

を尊重する態度の育成に繋がる配

慮がなされている。 

○男女の役割や言葉遣い、服装の

色など固定的なイメージで表現し

ないよう工夫されており、さらに

共通キャラクターに他国ルーツの

児童や車いすなどを掲載するな

ど、多文化共生社会の視点にも配

慮・工夫がされている。 

○「算数ノートをつくろう」や「自

分で みんなで」では、友達の考え

の良いところを見つけようと促す

ことで、他者を尊重して思いやる

心や他者から学ぶ姿勢を育む配慮

がなされている。 

○登場キャラクターが性別・人種・

障がいの有無に関係なく、協力し

ながら課題解決に向かう様子が示

されるなど、多文化共生社会の視

点に配慮・工夫されている。 
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【選定の観点７】 

表記や表現について、文章や写真、図表等が適切かつ正確で使いやすいことに加え、ユニバーサルデザインの観点から文字の大きさ、見えやすい色の使用及び紙面の構

成等について配慮がなされており、造本についても装丁や編集が適切なものであること。また、再生紙の使用や環境に優しいインクの使用等環境への配慮がなされている

こと。 

発行者名 

２ 東京書籍 ４ 大日本図書 １１ 学校図書 １７ 教育出版 ６１ 啓林館 １１６ 日本文教出版 

○Ｂ５版で、６年生以外は分冊で

あるほか、文字の大きさ、字間や行

間とも適切で読みやすい。また、図

表も適切かつ正確で使いやすい。 

○造本は堅牢で、専用の軽量で丈

夫な用紙を採用しているほか、１

年生で使用する分冊はＡ４版でサ

イズが大きく、綴じ方も児童に使

いやすいよう工夫されている。 
○環境に配慮した再生紙・植物油

インキを使用している。また、分

冊・合冊の構成とし、持ち運びの際

の児童の身体的な負担軽減に配慮

されている。 
○視認性を一層高めたＵＤ教科書

体を採用しているほか、全ての児

童の色覚特性に適応するようにデ

ザインされている。 

○Ｂ５版で、文字の大きさ、字間や

行間とも適切で読みやすく、レイ

アウトも工夫されている。また、図

表も適切かつ正確で使いやすい。 
○造本は堅牢で、１年生のみ分冊

があり、Ａ４版でサイズが大きく、

綴じ方も児童に使いやすいよう工

夫されている。 

○環境に配慮した紙と、児童のア

レルギーに配慮した植物油インキ

を使用している。表紙は丈夫で汚

れにくくなるように加工され、光

触媒を利用した抗菌・抗ウイルス

処理がされており、配慮されてい

る。 
○専門家の監修の下、ＵＤフォン

トの使用やＣＵＤを踏まえた配色

などの工夫を行っている。 

 
 

○幅広いＡＢ版で、６年生以外は

分冊であるほか、文字の大きさ、字

間や行間とも適切で読みやすく、

レイアウトも工夫されている。ま

た、図表も適切かつ正確で使いや

すい。 
○造本は堅牢で、表紙・裏表紙には

コーティングが施されており、硬

化する粘着剤を使用して高い強度

を保つとともに、本がノド元まで

開く柔軟性を有した作りになって

おり、児童に使いやすいよう工夫

されている。 
○環境に配慮した紙と植物油イン

キを使用しており、配慮されてい

る。 

○ＵＤフォントを基本にし、数字

は目立つように少し太いものを使

用している。また、全てのページに

ついて、色覚特性をチェックし、見

やすく区別しやすい色やデザイン

を採用している。 

○Ｂ５版で、２～４年生が分冊で

あるほか、文字の大きさ、字間や行

間とも適切で読みやすく、配色や

レイアウトも工夫されている。ま

た、図表も適切かつ正確で使いや

すい。 
○造本は堅牢で、軽量な紙を使用

しているほか、表紙には抗菌加工

を施しており、適切な造りである。 
○環境にやさしい再生紙と植物油

を使用しており、配慮されている。 
○見やすさ・読みやすさに配慮し

たＵＤデジタル教科書体を使用し

ているほか、色覚の個人差を問わ

ず、より多くの人に見やすいＣＵ

Ｄにも配慮している。 
 

○Ｂ５版で、５・６年生以外は分冊

であるほか、文字の大きさ、字間や

行間とも適切で読みやすく、配色

やレイアウトも工夫されている。

また、図表も適切かつ正確で使い

やすい。 
○造本は堅牢で、１年生で使用す

る分冊は、Ａ４版でサイズが大き

く、綴じ方も児童に使いやすいよ

う工夫されている。 

○環境にやさしい再生紙と植物油

インキを使用しているほか、表紙・

裏表紙には、汚れにくく丈夫な加

工が施されており、配慮されてい

る。 
○教科書体を基本とし、読みやす

いＵＤフォントを採用している。

また、色覚特性については、全ペー

ジについて専門機関の確認を受け

ているほか、見分けることが困難

な配色は避け、模様や文字情報を

加えるなどの配慮がなされてい

る。 

○Ｂ５版で、５・６年生以外は分冊

であるほか、文字の大きさ、字間や

行間とも適切で読みやすく、レイ

アウトも工夫されている。また、図

表も適切かつ正確で使いやすい。 
○造本は堅牢で、５・６年生にはし

おりの紐が付いており、適切な造

りである。 
○環境にやさしい植物油インキと

再生紙を使用しているほか、表紙

には、耐水性や堅牢性を考慮して、

表面加工を施されており、配慮さ

れている。 
○教科書体やゴシック体を基本と

し、視認性の高いＵＤフォントを

採用しているほか、見やすいＣＵ

Ｄにも配慮している。 
 

※ＵＤフォント：ユニバーサル・デザインフォント、ＣＵＤ：カラー・ユニバーサル・デザイン 
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